
真岡まちづくりプロジェクト
「 まちをつくろう 」について

真岡市総合政策部プロジェクト推進課 複合交流拠点整備係 林大輔
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□ 社会教育士
□ NPO法人 TSUKURU MOKA 監事
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□ 大前神社 大々御神楽 宮毘講
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I have no special talent.
I am only passionately curious.

－Albert Einstein



栃木県真岡市
77,388人
○ いちご生産量日本一

いちご王国とちぎの首都

○「まちつく」
○ 複合交流拠点
○ いがしらリゾート

井頭公園・一万人プール

井頭温泉ほか

○ ＳＬ 真岡鐵道
○ 真岡木綿



真岡まちづくりプロジェクト
「まちをつくろう」 とは？



2021年4月 始動



公共空間を活かしながら
市民の手による
まちづくり実験を行うものです。

あんなこといいな、
できたらいいな、
を新しい仲間とカタチにしませんか

定員２０名
高校生以上。ワークショップから
社会実験まで参加できる方。











人づくり

地域づくり

にぎわいづくり



100人の一歩



2021年4月 １期 20名
2022年4月 ２期 43名
2023年4月 ３期 34名





43.2

30.0
住みたい

55.0

35.6

真岡市以外に住みたい





真岡に住みたい、働きたい、子育てしたい

真岡に生まれ、育ち、学び、働き、住んでよかった



住みたい

働きたい

子育てしたい



生まれ、育ち、学び、

働き、住んでよかった



誰が？



私が 住みたい

私が 働きたい

私が 子育てしたい



私が 生まれ、育ち、学び、

働き、住んでよかった



主語は「 私 」



誰かがやってくれるではなく
私に何ができるか
私は何をしたいか



このプロジェクトの
生い立ち



真岡市複合交流拠点
整備運営事業
（新庁舎周辺整備事業）



□ 旧庁舎敷地の利活用
□ 中心市街地の活性化
□ 老朽化が進む公共施設

・図書館 1982年築
・子育て 1981年築

□ 将来的な市の財政負担



門前地区

市役所旧庁舎



門前地区

市役所新庁舎

複合交流拠点



複合交流拠点

都市構造再編集中支援事業（国交省）

① 図書館
② 子育て支援センター
③ 地域交流センター

＋ その他、まちづくり活動推進事業



複合交流拠点

2017. 6 検討開始
2018. 3 基本構想
2019. 5 基本計画
2021. 1 事業者募集 [ DBO方式 ]
2022.12 事業者決定
2023. 3 建設工事着工
2025 春 開館予定



74億 8,450万円［提案上限］

設計･建設業務 39億 1,790万円
維持管理･運営業務 35億 6,660万円
（令和6年10月から令和22年3月まで＝15年6ヶ月）



73億 233万5,994円［選定］

清水建設【代表企業】
アール・アイ・エー
ＡＩＳ総合設計
シダックス大新東ヒューマンサービス
三菱電機ビルテクノサービス
北関東綜合警備保障株式会社











38億 820万円

都市再生整備計画（第１回ベース）

都市構造再編集中支援 １７億円
地方交付税（合併推進債） ４億円
公共施設整備基金 １０億円
新たな支出 ７億円





























ハコモノを
作るだけでいいの？



たとえば、
長野県塩尻市の場合



市民交流センター えんぱーく

◎ 大門中央通り商店街の活性化
◎ 知恵の交流を通じた人づくりの場

・ 市民交流センター
・ 塩尻市図書館 複合施設
・ 子育て支援センター
・ ＜別棟＞屋内型子ども広場

▷ 年間40万人超が利用

知恵と意欲を持つ人が集い、活発に活動・交流するこ
とで新たな価値が創造され、さらに多くの人をひきつけ
る場へと進化する知恵の好循環を生み出します。



従来の公共施設の利用者

圧倒的多数は、
サービスの提供を受ける人で

でも、そのうちの、ほんの一部でも
サービスを提供する人

まちの消費者から生産者になれば…？



行政にやってもらうのではなく

自分が提供者、当事者、プレイヤーに

市民の○○したい！がカタチになる

▷ やりがい・生きがい・居場所
▷ サービスの多様化
▷ さらに新たなチャレンジ
さらにプレイヤーが生まれる



施設開館まで待たず

既にあるものを使うことで

まち／暮らし は

もっと豊かになるのでは



門前地区

複合交流拠点



門前地区

複合交流拠点



空き地・駐車場

空き家・空き店舗

複合交流拠点



門前地区

複合交流拠点

五行川河川緑地

金鈴荘

久保講堂



もったいない公共空間がたくさん

そこで、2021年から始めたのが

真岡まちづくりプロジェクト

「まちをつくろう」、通称「まちつく」



五行川河川緑地3,609㎡



五行川河川緑地



五行川河川緑地



2021年10月24日

RIVER＋ ピクニックマルシェ

推計 2,400人が来場
（ Yahoo!位置情報 ）

























2021年12月19日

River＋ Before Sunset

推計 800人が来場









2022年11月13日

真岡おやこフェス

推計 2,500人が来場
（ Yahoo!位置情報 ）









2023年９月23日

RIVER＋ 音肉祭

推計 4,500人が来場
（ Yahoo!位置情報 ）









あくまでイベントは

最大瞬間風速

所詮、一過性のもの



GENTLE HIKER STAND



太極拳



MIZBERING



金鈴荘芸術祭



星空映画会



珈琲と本と図書館



ナイト･ライブラリー



寺子屋ドーナツ



寄付・収益の総額

2021年度 118,165円

2022年度 267,733円

2023年度 510,137円



（盲導犬協会への寄付）

2021年度 55,020円

2022年度 106,982円

2023年度 41,516円



（寺子屋への寄付）

2021年度 －

2022年度 21,650円

2023年度 244,500円





○ 人づくり

○ 地域づくり

○ にぎわいづくり

一人の100歩より100人の一歩



まちの次代を担う高校生が、公共施設を使
いながら、自分たちの手で住み続けたい地域
をつくる。地域と何らかの関わりを持ちたい
という意識を持つ若者が増え、それが地域へ
の愛着につながっていく。このプロジェクト
は社会実験という枠を超え、すでにまちを動
かすエネルギーになっているようだ。これま
でに9回、5,000人もの若者たちが参加してき
た実績が、そのことを物語る。



アクションのフィールドとして、公共施設と
いう場を提供できたことも注目したいポイン
ト。さまざまな団体や施設との連携が加わる
たびに、若者が活躍する機会が増えていく。
人口流出を課題にしている多くの地方都市が、
未来を考える際に参考にしたい取り組みでは
ないだろうか。



国土交通省

第39回 地域づくり表彰







若者の意見に真摯に向き合い､若者を真の主
役として､持続可能な形で地域づくりを担わせ
たこと「市に残りたい」という高校生割合の
激減ショックに目を背けず､若者自身が当事者
として課題に向き合い､実施まで行わせる大が
かりな実験を､まちぐるみで支援したことを評
価。高校生や大学生をまちづくりに巻き込む
企画は多いが一過性のものになることが多い
なか､事業開始から日が浅いものの､



足元を見据え財源や資金捻出に関する取組や､
市や各種団体が十全に支える等､継続性･発展
性を強く意識したものとなっており期待でき
る｡若者自身が､まちの有休資源の活用ととも
に地域の現実に向き合い「わがごと」として
認識することで､主体的な地域づくりの責任と
面白さを体験でき､新しいエネルギーが地域に
生まれており､社会実験の域を超えた価値があ
る｡



総評から抜粋

▷地域の危機感を明確に意識しつつも、それに怯まず
「ピンチをチャンスに」

▷「人と人との繋がり」「顔の見える関係」という言葉
が、各団体の説明に何度も登場

▷「負の遺産」と捉えがちな空間・施設等を、人々が出
会い、自然に集える「居場所」として再定義、再生

▷無理に「人を集める」のではなく、自然と「人が集ま
る」場づくり

▷人に出会うこと・関わることを大切にしていく取組は、
これから、どの地域でも真似ができ、全国各地に勇気
とやる気を起こさせるもの



実際の企画の作り方
（ワークショップの運営）





















地域のために
自分ができることって
何だろう？



地域で（を）楽しむために
自分ができることって
何だろう？



たとえば・・・

いつもやっていることを
（部活とか、課外活動、勉強）

他の学校の人とやりたい！

地域の人とやりたい！



たとえば・・・

地域の○○さんのために
○○がしたい



たとえば・・・

この場所で○○がしたい



大事なのは…

WHY ？



続きは インスタグラム で


